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特 集

に
備
え
る
９月１日は
防災の日

　

高
島
市
で
は
、
昭
和
28
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
水
害
以
来
、
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
年
７
月
15
日
の
集
中
豪
雨
で
、
マ
キ
ノ
町
で
は
、
海
津
大
崎
で
床
上
浸
水
が
２
件

発
生
し
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
の
流
出
で
県
道
西
浅
井
マ
キ
ノ
線
は
８
月
６
日
ま
で
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
午
後
８
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
の
１
時
間
に
、
知
内
川
大
橋
近

く
の
下
開
田
観
測
所
で
は
41
㎜
の
雨
を
観
測
し
ま
し
た
。
50
㎜
程
度
の
時
間
雨
量
は
ど
こ
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
は
い
つ
、ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
日
本
は
地
震
の
活
動
期
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
50
年
の
間
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
か
ら
８
の
巨
大

地
震
が
50
回
程
度
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
８
月
８
日
９

時
46
分
に
も
京
都
南
部
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
２
．
９
の
小
さ
な
地
震
が

発
生
し
、
朽
木
柏
、
今
津
町
日
置
前

で
震
度
１
を
観
測
し
ま
し
た
。
な

ん
と
全
国
で
こ
の
日
に
５
回
の
地

震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
豪
雨
は
多
く
の
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

ど
う
す
れ
ば
大
切
な
家
族
の
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
国
や
県
、
市
に
任
し
て
お
け

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
に
備
え
一
人
ひ
と
り
が
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
対
策
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

の
一
つ
は
、
災
害
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
わ
く
か
ど
う
か
で
す
。
イ
メ
ー

ジ
が
な
け
れ
ば
適
切
な
防
災
対
策
は

で
き
ま
せ
ん
。 

災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
自
分
の
周
り
で
起
こ
り
う
る

出
来
事
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

市
で
も
、
災
害
対
策
本
部
向
け
の
図

上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
は
じ

め
出
前
講
座
に
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
（
災

害
対
応
ゲ
―
ム
）
や
ハ
グ
（
避
難
所

　

昨
年
８
月
、
国
の
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部
地
震
調
査
委
員
会
は
、
琵

琶
湖
西
岸
断
層
帯
の
長
期
評
価
の
一

部
を
改
訂
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
は
、
北
部

と
南
部
の
二
つ
に
分
か
れ
て
活
動
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
た
だ

し
全
体
が
ひ
と
つ
の
区
間
と
し
て
活

動
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。）

　

断
層
帯
の
北
部
で
は
、
Ｍ
７
．
１

程
度
の
地
震
が
発
生
す
る
と
思
わ

れ
、
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は

１
％
か
ら
３
％
以
内
で
す
。

　

ま
た
、
南
部
で
は
Ｍ
７
．
５
程
度

の
地
震
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
、

今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
０
％

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
部
（
高
島
市
）
で
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
市
内
で
震
度
６
強
の
揺

れ
を
観
測
す
る
の
で
は
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。　

防
災
で
大
切
な
の
は

　
　

災
害
時
の
イ
メ
ー
ジ

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯

　
　
　

震
度
６
強
の
予
測

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
従
来
の
受
動
的
な

出
前
講
座
か
ら
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
と
協
働
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
方
式
の
講

座
に
改
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
各
区
・
自
治
会
に

対
し
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
成

を
通
じ
、
地
域
の
き
ず
な
が
よ
り
深

ま
り
、
共
助
の
体
制
が
前
進
す
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
未
作
成
の
と
こ

ろ
は
早
急
に
作
成
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
毎
年
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
さ
れ
た
と
き
、「
い
か
に
生

活
す
る
か
」「
災
害
時
、
知
恵
と
工

夫
で
生
き
残
る
た
め
の
精
神
を
養
う

こ
と
」
を
目
的
に
子
ど
も
サ
バ
イ
バ

ル
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼海津大崎の床上浸水（7月16日撮影）

防
災
意
識
を

　
　
　

高
め
る
た
め
に

運
営
ゲ
ー
ム
）
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
災
害
時
の

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

子どもサバイバル訓練

災
害

▲図上シミュレーション訓練

　８月８日（日）、マキノ
土に学ぶ里研修センター
で、子どもサバイバル訓
練を行いました。
　年々参加者が増え、今
回は約 80 人もの家族
が集まりました。
　空き缶を使ってご飯
を炊いたり、ビニール
袋を使ってご飯やぜ

んざいをつくったりとサバイバル
クッキングを楽しんだあと、「簡易ランプ」「新聞紙スリッ
パ」を作ったほか、「起震車による地震体験」、「応急救
護訓練」など災害発生時の擬似体験を通じて、サバイバ
ル知識や技術を学びました。
　盛りだくさんの内容に、参加した皆さんは、悪戦苦闘
しながらも協力して課題に取り組んでおられました。
　今回学んだことを災害時にも活かしていただきたいと
思います。

日本赤十字社第4ブロック. 合同災害救護訓練 ▼

（今津総合運動公園）

「
災
害
は
、
自
分
の
生
き
て
い
る
間
に
は
お
こ
ら
な
い
。」　

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

自  助
家庭で日頃から災
害に備えるなど、
自分の身を自分で
守ること

共  助
地域の方々と消火
活動を行うなど、
周りの人たちと助
け合うこと

－じじょ－

－きょうじょ－ 公  助
市役所や消防・警
察による救助活動
や支援物資の提供
などの公的な支援
のこと

－こうじょ－

　災害時は、自助・
共助・公助が互い
に連携し一体とな
ることで、被害を
最小限にできま
す。


